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1. 諸言 

我々は、均一なシングルナノ粒子やサブナノサイズのクラスターを創製する新規なレーザープ

ロセスとして、気‐液界面レーザーアブレーションを提案している[1, 2]。これまでに、シングル

ナノサイズの Pd ナノ粒子[1]やサブナノサイズの Ag クラスター[2]創製の報告を行ってきた。本報

告では、コロイド状ターゲットを用いた気‐液界面レーザーアブレーションにより、サイズの均

一なシングルナノサイズの酸化銅ナノ粒子創製について報告する。 

 

2. 実験方法 

初めに、銅ターゲットを用いて既報[3]の液中レーザーアブレーションによりナノコロイドを作

製した。作製したコロイドは不安定であり、自然酸化により徐々に色が変化した。そこで、作製

直後のコロイドと、完全に変色した後のコロイドを気‐液界面レーザーアブレーションのターゲ

ットとして用いた気‐液界面レーザーアブレーションを行った。得られた粒子は STEM、XRP な

どにより評価を行った。 

 

3. 結果・考察 

図 1 に得られたコロイドの写真を示す。生成コロイドの色がタ

ーゲット粒子の状態に大きく依存することが確認できた。図 2 に

得られた粒子の STEM 像を示す。酸化後のターゲットを用いた場

合では、約 5nm の均一な粒子生成が観察されたが、作製直後のコ

ロイドをターゲットとして用いた場合、約 1nm と 5nm の 2 種類

の粒子生成が観察された。また、生成粒子の状態を XPS により評

価した。その結果、ターゲットの状態（酸化数）を反映したと推

察される酸化銅(I)、酸化銅(II)ナノ粒子創製に成功した。 
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図 1 （左）酸化銅(I)、(右)
酸化銅(II)ナノコロイド 

図 2 （左）酸化銅（I）、（右）
酸化銅(II)ナノ粒子の STEM 像
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